
取 組 の 効 果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

小笠原村のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

小笠原村

【平和の火をつなぐ】（精神×学ぶ）
● 本島で実施された聖火リレーに込められた歴史的な意味や

教育的・平和的なメッセージについて学ぶ。

● 平和学習の一環として実施される戦跡学習などと関連付けながら、聖火リレー
について込められた思いやそれに向けて協働する姿勢について学ぶことが
できた。

【南洋踊り】（文化×する）
● 小笠原諸島の伝統的な踊りである、南洋踊りを特別講師を招き、

国際的な歴史とともに学ぶ。

● 多様な文化が交流し、支え合い、小笠原の生活が成り立ってきた歴史的背景
を知り、そのうえで、南洋踊りを学ぶことができた。

【海水泳】（スポーツ×支える）
● 島しょならではの海での泳ぎの違いや、

落ちてしまったときの対応などについて学ぶ。

● 小笠原の豊かな自然のなかで、お互いに支え合い、安全に海水泳をするには
どうしたらよいのか学ぶことができた。

平和の火をつなぐ 南洋踊り 海水泳

4校 ＊

255人*
東京都心から1,000km離れたところにある30あまりの島しょからなる村である。
独自の進化を遂げた固有の生物・生態系が世界的に認められ、2011年6月に世界自然
遺産に登録された。


